
益田道路は、国道９号の渋滞緩和と山陰諸都市との連携強化を目的とした延長７.８ｋｍの道路です。

平成２２年３月、県道久城インター線（０.９ｋｍ）及び市道中吉田久城線（４車線化）とともに、遠田IC～久城IC（１.７ｋｍ）を

部分開通し、国道９号の益田市街地を迂回する道路ネットワークが形成されました。

事業の概要

■益田道路の概要

益田道路の状況（遠田IC付近）
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益田道路の今回開通区間を約８,５００台/日の車が利用しており、並行する国道９号の交通量は約３割減少しました。

また、並行する国道９号の大型車交通量は約５～６割減少しました。

交通状況の変化①

■益田道路に並行する国道９号の平日交通量が約３割減少！！
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（A断面のみH17道路交通センサス）
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益田市遠田町から須子町までの所要時間は、開通前に比べて約９分、今回開通前に比べて約７分短縮しました。

また、並行する国道９号の混雑時の走行速度は約２５km/h⇒約３６km/hへと約１１km/h向上しました。

■益田市遠田町～須子町の所要時間が約９分短縮！！

交通状況の変化②
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○開通前：H17道路交通センサス
○今回開通前：H21.9.29（火）調査結果（ピーク時間帯）
○今回開通後：H22.9.14（火）調査結果（ピーク時間帯）

※データ
○開通前：H17道路交通センサス
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■交通事故が約５割減少！！

開通効果①

４

国道９号の死傷事故件数の変化（今回開通区間の並行区間）

〈国道９号：遠田IC入口交差点～乙吉町交差点〉

※データ：事故統合データベース、益田警察署資料
※今回開通後は、4月～8月の実績値を年間件数に換算
※図中、（ ）内は追突事故の値
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益田道路の今回開通区間に並行する国道９号では、死傷事故件数が約５割の減少が見込まれます。

また、益田道路に並行する国道９号全体でも、益田道路の開通前に対して約５割の減少が見込まれます。

国道９号の死傷事故件数の変化（全体）

〈国道９号：遠田IC入口交差点～角井西交差点〉
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全件事故※データ：事故統合データベース、益田警察署資料
※今回開通後は、4月～8月の実績値を年間件数に換算
※図中、（ ）内は追突事故の値
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Ｑ 益田道路の開通で国道9号の安全性は向上しましたか？

約６割の地域住民が
国道９号の安全性向上を実感！！

(N=882)

わからない, 25%

効果がない, 7%

向上した, 27%

どちらかといえば向上
した, 37%

無回答・無効票, 5%
○国道９号の交通量が減少したこ

とにより、高齢者にとっても安心
して歩行や自転車利用等ができ
るようになった。
（益田市遠田町 男性）

○通院、ジョギング、散歩と国道９
号の歩道を利用している。交通
量、特に大型トラックが減ったと
思われ、危険性が減り、安全性
が確保されたように思う。
（益田市乙吉町 男性）

※地域住民アンケート結果

地域住民の実感



今回開通前

(N=248)
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15% 向上した

34%

無回答・無効票

8%

どちらかといえば

向上した

35%

益田道路の開通により、生活道路を走行する乗用車や貨物車が約５割減少し、安全性が向上しました。

特に朝夕は通学路としての安全性が向上するなど、地域住民の約７割の方が効果を実感しています。

■生活道路の交通量が約５割減少し、通学路の安全性が向上！！

開通効果②
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Ｑ 益田道路の開通で生活道路の安全性は向上しましたか？

Ｑ どのような面で安全性が向上しましたか？

○今回の開通で、地区内を

抜け道として利用する車が

減って、生活道路の安全性

が向上しました。
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ありました。
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○今回開通前：H21.9.29（火）調査結果
○今回開通後：H22.9.14（火）調査結果
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生活道路の交通量の変化

地域住民の実感

生活道路の状況（久城町）

※地域住民アンケート結果
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無回答・無効票
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益田道路の開通により、久城町や遠田町以東への現場到着時間が約２分短縮しました。

また、浜田医療センターやドクターヘリポートへのアクセス向上などの広域医療連携を支援します。

救急車両の現場到着時間の変化

■救急車の現場到着が約２分短縮！！

開通効果③

６

○島根県西部では医師不足

が加速しており、地域医療

は限界です。
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益田道路は大変重要です。
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ー線の開通によって、久
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院までの搬送時間が大

きく短縮しました。※データ：益田広域消防本部資料
（開通前：H19.1～H22.3、開通後：H22.4～H22.8）

島根県西部の広域搬送支援

※データ：益田広域消防本部資料
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転院搬送を含む
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ドクターヘリポートへのアクセス支援

島根県西部における広域医療連携を支援

津和野・吉賀方面

遠田町以東

益田市

益田市

益田赤十字病院 H22.4、脳神経外科閉鎖

浜田医療センター

島根県西部唯一の
第3次救急医療施設

医師不足に伴って
増加する患者の
長距離搬送を支援！！

N

N

0

10

20

30

H19 H20 H21

搬
送
件
数
（
件
／
年
）

19
24 27

広域搬送件数の変化 益田地域から浜田や出雲方面など
への広域搬送件数が増加

益田道路



■資材運搬や製品運搬が効率化され、物流コストが２割削減！！

Ｑ 益田道路の開通で物流の効率化が図られましたか？

物流業務を行う事業所へのアンケートでは、約８割が物流の効率化が図られていると回答しています。

建設業者や製造業者では、運搬の効率化でトラック台数を削減できるなど、物流コストが削減されています。

７

○益田道路のお陰で、採石場と現場や工場間の資材運搬の効

率化が図られています。

○トラック１台あたりの運搬回数が増えたことで、トラックの台数を

２割程度削減することができ、毎月１０万円程度のコスト削減に

つながっています。

○また、市内の信号や渋滞を回避できるので、ドライバーの負担

軽減や燃料費の削減などの効果も出ています。

建設業事業所アンケート結果（物流業務）

安全第一

(N=85)

無回答・無効票, 15%

どちらかといえば効率

化が図られた, 31%

効率化が図られた, 45%
効果がない, 4%

わからない, 6%
建設業者

約８割の事業所が
物流の効率化が図ら

れていると回答

生コンクリート製造
販売

○朝夕の渋滞に巻き込まれることがなくなり、運搬が効率化した

ことで、運搬の委託コストを１割程度削減することができました。

○また、渋滞のための早朝出勤の必要がなくなり、残業手当の

削減にもつながっています。

○さらに、時間厳守で到着できることから、顧客からの信頼が高

まりました。

製造業

物流コストが１割削減、顧客からの信頼もUP！！

採石場

現場

工場

益田道路 益田道路
（県）久城ｲﾝﾀｰ線

益田道路（事業区間）

凡 例

市道

県道

主要地方道

一般国道（補助）

一般国道（直轄）

益田道路

益田道路（事業区間）

凡 例

市道

県道

主要地方道

一般国道（補助）

一般国道（直轄）

益田道路

×４往復＝２０往復

×５往復＝２０往復

トラック台数の削減例

１台あたりの運搬回数が増
え、運搬コストが２割削減

資材運搬ルート

今回開通区間

N

開通効果④

92%

36%

5%

2%

0% 20% 40% 80% 100%

複数回答(N=64)

輸送先・配送先までの所要時間が短縮した

輸送先・配送先までの所要時間が読みやすくなった

その他

無回答・無効票

物流コストの
削減効果も
発現！！

Ｑ どのような効果がありましたか？

17%
効率的な輸送や配送が可能になり、人件費や走行

経費が削減できた

6%
1日の輸送や配送の便数が増えた、または、エリア

が広がった

9%搬出までの時間が出来て、作業にゆとりが生まれた

17%輸送や配送のスケジュールが立てやすくなった

11%搬入が遅れることがなくなった

開通前：

開通後：

191
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99

191191

99

99

191191

益
田

道
路 A地区

（遠田町）

沿線住民の買い物・レジャーへの
外出回数が２～５回/月増加！！

※地域住民アンケート結果より
※益田道路開通前後において買い物・レジャーへの外

出回数が増加した回答者の平均外出回数
※回答サンプル数5以上の地区を対象

H地区
（浜田方面）

I地区
（広島方面）

E地区
（益田地区）

G地区
（須子町他）

J地区
（津和野方面）

益
田
道
路

至 浜田

至 津和野

至

萩
至

広
島

N
D地区

（高津地区）

F地区
（益田駅周辺）

C地区
（中吉田
地区他）

K地区
（萩方面）

開通効果⑤

８■買い物の機会が増加して、店舗の来客数が１割増加！！

益田道路の開通で利便性が向上し、沿線住民の買い物、レジャーでの外出機会が２～５回/月増加しました。

高津地区や中吉田地区の店舗では、益田市東部近郊からの来客が増加して、売上の増加にも繋がっています。

買い物・レジャーの機会の変化

Ｑ 益田道路の開通により、自動車で、買い
物やレジャーに行きやすくなりましたか？

約８割の地域住民が
行きやすくなったと回答

JR
益

田
駅

高津ＩＣ

至 浜田

グラントワ

：商業施設（店舗面積100㎡以上）

：文化施設・レクリエーション施設

高津地区

中心市街地

（県）久城ｲﾝﾀｰ線

久城町および遠田町以東

市道

益田道路（事業区間）

凡 例

県道

主要地方道

一般国道（補助）

一般国道（直轄）

益田道路

市道

益田道路（事業区間）

凡 例

県道

主要地方道

一般国道（補助）

一般国道（直轄）

益田道路

N

益田道路

万葉公園

○益田道路ができたことで、高津の商

業地区へ行きやすくなり、休日に

ショッピングへ行く回数が増えました。

（益田市木部町 男性）

高津町交差点

遠田IC入口交差点久城ＩＣ

至 広島

191
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益田運動公園

遠田ＩＣ

益田道路

今回開通区間

遠田IC入口交差点～
高津町交差点間

１４分⇒８分
に短縮！

益田市

益田道路の開通による自動車での買い物・レジャーへの外出回数の変化※地域住民アンケート結果

複数回答(N=690)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

大型スーパー

ギフトショップ

○益田道路の開通にあわせた広告の相乗効果で、旧三隅町の

購買シェアが向上し、売上が増加しています。

○お客様から益田道路のお陰でとても来店しやすくなったと好

評で、来店者数がおよそ１割程度増え、売上が伸びています。

益田道路の開通で来店者が約１割増加！！店舗の集客力向上

80%

69%
目的地までの時間が

短縮してゆとりができた

28%
買い物やレジャーに

行く負担が軽減した

14%
買い物やレジャーへ

行く機会が増えた

3%その他

2%無回答・無効票

○Ⅲ-14

買い物の機会の
増加や

選択肢の拡大

23%
買い物やレジャーへ行く

範囲や選択肢が広がった

Ｑ 自動車での買い物やレジャーにどの
ような効果がありましたか？

(N=882)

無回答・無効票, 7%

どちらかといえば行き
やすくなった, 32%

行きやすくなった, 46%

効果がない, 6%

わからない, 9%

B地区
（久城町他）

4.7 ⇒ 8.3

2.2 ⇒ 3.43.8 ⇒ 5.2

3.9 ⇒ 5.1

4.1 ⇒ 6.5

4.1 ⇒ 6.8

5.2 ⇒ 10.5

6.6 ⇒ 10.4

1.4 ⇒ 3.3

4.0 ⇒ 6.6
地区別

平均外出回数（回/月）

開通前 ⇒ 開通後



■営業活動が効率化して訪問件数が２～３割増加！！

開通効果⑥

９

営業活動や訪問サービスを行う事業所へのアンケートでは、約９割が業務の効率化が図られたと回答しています。

１日の営業件数が２～３割増加するなどの効果が得られています。

Ｑ 益田道路の開通で“営業活動や訪問サービ
ス”の効率化が図られましたか？

Ｑ どのような効果がありましたか？

(N=109)

わからない, 4%

効果がない, 3%

効率化が図られた, 53%

どちらかといえば効率

化が図られた, 40%

無回答・無効票, 1%

複数回答(N=102)

94%

40%

22%

21%

17%

0%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

営業先・訪問先までの所要時間が短縮した

営業先・訪問先までの所要時間が読みやすくなった

1日で営業や訪問に行ける件数がふえた、

または、エリアが広がった

営業や訪問のスケジュールが立てやすくなった

効率的な営業や訪問が可能になり、

人件費や走行経費が削減できた
その他

無回答・無効票

約９割の事業所が業
務の効率化が図ら
れていると回答

１日で訪問でき
る件数が増加

事業所アンケート結果（営業活動・訪問サービス）

旧三隅町

店舗

至 広島

191
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191

至 津和野

至 浜田

N

営業エリア

（浜田方面）

営業活動

○デイサービスの利用者様の送迎のために細い道を通ってい

ましたが、益田道路を利用することで、早く、安全に送り迎え

できるようになり非常に助かっています。

○車いすの方は、車の揺れで体に負担がかかりますが、新しい

道路を利用することでそうした負担も軽減していると思います。

介護サービスの送迎の効率化と利用者の負担軽減！！

介護サービス

○浜田方面は旧三隅町や旧弥栄町までの地域を対象に、営

業活動を行っています。

○益田道路が開通して、浜田方面への営業件数が２～３割程

度増加しており、営業面で大変助かっています。
ギフトショップ

介護福祉事業者

至

萩

１日の営業件数が
２～３割増加！！

益
田

道
路


